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船
橋
市
が
２
０
１
９
～
２
０
年
度
に
行

っ
た
「
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
（
以

下
『
行
革
プ
ラ
ン
』
）
に
よ
る
市
民
負
担

増
と
住
民
福
祉
削
減
の
影
響
は
、
15
億
８

１
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、
多
岐
に
わ
た
り

市
民
に
激
痛
を
与
え
ま
し
た
（
表
参
照
）
。

　

『
行
革
プ
ラ
ン
』
は
「
毎
年
30
億
円
以

上
の
赤
字
が
出
て
、
予
算
が
組
め
な
く
な

る
た
め
、
徹
底
し
た
行
革
が
必
要
だ
」
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
赤
字
ど
こ
ろ
か
毎
年
高
額
の

剰
余
金
を
出
し
、
市
の
積
立
金
は
２
０
１

８
年
度
末
に
比
べ
２
０
２
２
年
度
は
、
約

１
３
０
億
円
増
え
ま
し
た
。
行
革
を
行
う

理
由
と
さ
れ
た
「
厳
し
い
財
政
状
況
」
は

起
こ
ら
ず
、
逆
に
た
め
込
み
金
を
増
や
す

根
拠
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

『
行
革
プ
ラ
ン
』
の
実
施
に
よ
っ
て
、

様
々
な
分
野
で
影
響
が
で
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
値
上
げ
や
公
園
駐
車
場
有

料
化
は
市
民
の
活
動
を
大
き
く
制
約
し
て

い
ま
す
。
国
保
料
・
下
水
道
料
の
値
上
げ

で
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
・

母
子
家
庭
等
の
福
祉
が
後
退
し
た
ま
ま
で

す
。
学
校
保
険
有
料
化
で
、
学
校
事
故
で

の
学
校
責
任
が
果
た
せ
な
く
な
り
ま
し

た
。
町
会
･
自
治
会
へ
の
補
助
金
も
減
り

ま
し
た
。

　

12
月
議
会
で
は
『
行
革
プ
ラ
ン
』
の
見

直
し
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
市
は

「
（
『
行
革
プ
ラ
ン
』
は
）
現
在
の
船
橋
だ

け
で
な
く
未
来
の
船
橋
も
見
据
え
、
将
来

に
わ
た
り
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
」
と
答
弁
し
、
拒

絶
し
ま
し
た
。

　

巨
額
の
支
出
を
伴
う
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ

ン
事
業
の
た
め
に
市
民
の
く
ら
し
・
福
祉
・

教
育
を
後
退
さ
せ
る
と
い
う
の
は
自
治
体

と
し
て
の
変
質
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
も
「
令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な

黒
字
と
な
り
、
財
源
調
整
基
金
の
剰
余
金

処
分
後
残
高
は
過
去
最
大
と
な
っ
た
。
一

時
的
な
危
機
的
な
財
政
状
況
は
脱
し
た
と

考
え
て
い
る
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
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※会場が変更する場合がございます
会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

2月14日（水）

３月21日（木）

公共施設の使用料値上げ（テニスコート・野球場・体育
館・プール・公民館・霊園など） 約1億6500万円

公園の駐車場有料化 3000万円

国民健康保険料（2020年度3000円）値上げ
※2018年度も1500円増 3億5000万円

下水道使用料の値上げ 4億6000万円

白内障助成・針きゅうマッサージ助成・重度障害者医療
助成など廃止や縮小見直し 4800万円

都市公園・少年自然の家・市営住宅の指定管理者制導入 5800万円

町会補助削減・一人暮らし高齢者風呂券廃止・敬老祝い
金削減・母子家庭高校生助成金廃止・学校保険有料化 4億7000万円

　

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
、

２
０
１
９
年
に
、
「
労
働
の
世
界
に
お

け
る
暴
力
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
撤
廃

す
る
条
約
」
（
１
９
０
号
条
約
）
を
賛

成
多
数
で
採
択
し
、
２
０
２
１
年
６

月
に
発
効
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
で
、
日
本
政
府
代
表

は
条
約
に
賛
成
し
な
が
ら
も
、
「
国
内

法
と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
し
て
、
条
約
の
批
准
を
せ

ず
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
そ
の
も
の
を
禁

止
す
る
法
整
備
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員

会
か
ら
は
、
職
場
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
必
要
な
、
禁

止
規
定
と
適
切
な
制
裁
措
置
を
盛
り

込
ん
だ
法
整
備
を
す
べ
き
と
再
三
勧

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
な
く
そ
う
と
い
う
世
界

の
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
の
が
日
本

の
実
態
で
す
。
国
の
動
向
を
待
っ
て

い
て
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
無
く

な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
に
は
、
市
の
職
員
と

し
て
働
く
皆
さ
ん
か
ら
も
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
安

心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
は
、
職
務

に
専
念
で
き
、
市
民
へ
の
充
分
な
情

報
提
供
や
迅
速
で
正
確
な
対
応
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

今
議
会
で
は
、
市
の
職
員
へ
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
、
市
の

姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

全
庁
的
調
査
の

提
案
も
受
け
入
れ
ず

　

船
橋
市
に
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
件
数
は
、
表

の
通
り
で
す
。

　

し
か
し
、
常
勤
で
働
く
職
員
の
数

は
、
５
０
４
０
人
（
２
０
２
３
年
４

／
１
現
在
）
。
こ
の
ほ
か
に
も
非
常
勤

の
会
計
年
度
任
用
職
員
（
４
２
５
１

人
）
や
、
短
時
間
再
任
用
職
員
（
１

２
２
人
）
が
働
い
て
お
り
、
相
談
件

数
だ
け
で
の
調
査
で
は
、
庁
内
全
体

の
実
態
の
把
握
が
困
難
で
す
。

　

市
に
対
し
、
全
庁
的
な
調
査
を
行

う
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
「
不
確
実
な

情
報
に
基
づ
く
誹
謗
中
傷
に
つ
な
が

る
可
能
性
」
や
、
「
匿
名
調
査
を
し
て

も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
で
き
な
い
」

こ
と
を
理
由
に
、
行
わ
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲

滅
の
た
め
に
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行

う
よ
う
、
求
め
て
い

き
ま
す
。

実
態
把
握
が
不
充
分

年度 件数 内訳

令和 2年度 28
パワハラ　 26
セクハラ 2
その他 0

令和 3年度 34

パワハラ 26
セクハラ 6
その他 1
不明 1

令和 4年度 24

パワハラ 16
セクハラ 4
その他 2
不明 2

船橋市職員のハラスメント相談件数


